
別紙様式２－１ 

神奈川県立希望ケ丘高等学校 指定第Ⅰ期目 30～04 

 

❷令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 

 ① 研究開発の成果  

(1) 教科融合型の学校設定教科「SS 希望」の設置 

 

「SS 希望」における各科目において育成を目指す能力 

設置学年 科目名 課題設定力 情報活用能力 言語能力 論理的思考力 
協働して課題

解決する力 

１ 
SS BasicⅠ ○ ○   ○ 

SS BasicⅡ（R4-）   ○ ○  

２ 
SS BasicⅡ（-R3）    ○ ○  

SS 希望Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ 

３ SS 希望Ⅱ  ○ ○ ○ ○ 

 

１「SS BasicⅠ」 

○「課題設定力」の育成 

前年度「SS BasicⅠ」において「横浜市地球温暖化対策推進協議会」と連携して実施した「ミ

ニ課題研究」では、環境破壊をはじめとした社会問題を研究テーマとして実施した。今年度「SS

希望Ⅰ」において、各研究班が設定したテーマとの相関性を分析したところ、５つの研究班（77

班中）21 名が「ミニ課題研究」における研究内容を発展させた社会問題に関する研究テーマ

を設定した。（前年度から微増） 

    

○「情報活用能力」の育成 

   「ポスター作成」における教員によるルーブリック評価の結果、「思考・判断・表現」の観

点のうち「問いと結論」に関する評価において、全体の 86％の生徒が「問いと結論が呼応し

ている」というＡ評価以上となった。そのうちの７割を超える生徒が「根拠が複数個ある」と

いうＳ評価となったことから、様々な情報を収集し、整理して比較するといった学習活動を通

して「複数の情報源を探す、複数の情報を比較する、情報源の信頼性を確認する」といった意

識の醸成が図れたと判断できる。 

    

評価 問いと結論 対象生徒 

Ｓ Aに加えて、根拠が複数個ある 72％ 

Ａ 問いと結論が呼応している 14％ 

Ｂ 問いと結論が呼応しているが若干のズレがある 12％ 

Ｃ 問いと結論が呼応していない 2％ 

 

11 月に実施の「生徒による授業評価」では、「SS BasicⅠ」の授業において「情報活用能

力」を身に付ける機会があったと肯定的に回答した生徒は 98％に上り、ICT を活用したポスタ

ー作成や「ミニ課題研究」における探究的な学習活動が、複数の情報源から必要な情報を正し



く収集・分析し、自己の主張や提案の根拠として活用することに対する意識付けにつながった

と分析できる。 

 

○「協働して課題解決する能力」の育成 

   「生徒による授業評価」において「協働して課題解決する能力を身に付ける機会があった」

と回答した生徒が、７月は全体の６割程度の生徒にすぎなかったものの、「ミニ課題研究」の

取組が進んだ 11 月の調査では９割の生徒から肯定的な回答が得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「生徒による授業評価（SS BasicⅠ）」（それぞれの力を身に付ける機会があったか） 

 

２「SS BasicⅡ」 

  ○「言語能力」及び「論理的思考力」の育成 

アセスメントとして実施した「論述力検定」におけるＡからＤ３の８段階の総合評価のうち、

第１回検定において「論理的な記述過程の課題が５割未満」であるＣ３以上の評価を受けた生

徒の割合は、令和４年度入学生が全体の 21.1％、令和３年度入学生は 16.8％であった。 

第２回検定ではＣ３以上の評価を受けた生徒数が、第１回検定に比べて令和３年度入学生が

2.7 倍、令和４年度入学生が 3.7 倍にまで増加した。特に、令和４年度入学生は、21 名の生徒

が「高校卒業時点で、大学などへの進学や公務員・企業などへの就職という次のキャリアで必

須となる論理的な記述力が身についている」とされるＡ評価となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人） （人） 

Ａ：かなり当てはまる 

Ｂ：ほぼ当てはまる 

Ｃ：あまり当てはまらない 

Ｄ：ほとんど当てはまらない 

 

（％） 



第 1 回検定の結果では、前年度に比べ「論理的な記述過程の課題が約８割ある」とされるＤ

３評価を受けた生徒数の減少が顕著であった。令和元年度入学生では約 20％占めていた割合

が、令和３年度入学生は 2.6％（９名）、令和４年度生では 2.0％（７名）と減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「論述力検定」における評価項目ごとの評価は、前年度までと比べ目標を達成した生徒の割

合が高かった。このことは、前年度に引き続き「文章の設計図」の作成に関する「評価ルーブ

リック」を作成し、検定前にパフォーマンス評価を実施した成果であろう。 

前年度までに引き続き「自身の主張がまずあるために、根拠・事例を比較した結果から意見

を選べていない」ことが課題となったが、昨年度以降「論拠を持って自身の意見を述べる」こ

との指導に重点的に取り組んだ結果、第１回と第２回の検定結果を比較した際に、項目３「選

んだ意見のそれぞれに対して十分な数の根拠を書いているか」と項目４の評価が大きく向上し

ており、まだ「自身の意見」を優先しがちではあるが、根拠と事例を示して意見を述べること

の必要性やそれらを比較検討することの重要性を意識できるようになったと考察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３「SS 希望Ⅰ」 

○育成を目指す５つの力の育成 

前期において、課題研究に必要とされる基本的な知識・技能の習得を目的とした「研究入門」

に取り組んだ。この「研究入門」における生徒の取組に対してルーブリックに基づくパフォー

マンス評価を行ったところ、「自分が興味・関心を持った点、疑問に感じた点、もっと調べた

いと思った点を２つ以上具体的にまとめられた」や「実験結果と結果の分析において仮の答え

に対する結論が書けている」などといった評価規準を８割の生徒が達成することができた。 

研究班による課題研究においては、生徒同士が話し合いを重ね、問題意識を共有しながら研

究を進めている班が多く見受けられた。研究班内での議論の経緯や実験・観察における測定記

（％） （％） 

（人） （人） 



録について、研究ノートに詳細まで具体的に記入するとともに、より詳細で具体的な研究計画

が研究計画書に記入されていた。このことは、多くの研究班がルーブリックの評価規準を意識

して、研究計画書に改善を加えながら研究に取り組んだ成果であろう。 

なお、７月及び 11 月に実施した「生徒による授業評価」では、約９割の生徒が育成を目指

す５つの力を身に付ける機会があったと回答した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「生徒による授業評価（SS 希望Ⅰ）」（それぞれの力を身に付ける機会があったか） 

 

４「SS 希望Ⅱ」 

○育成を目指す力の育成 

課題研究の成果について、令和２年度入学生の「SS 希望Ⅰ」におけるルーブリック評価（研

究計画書・中間発表・研究ノート）の目標到達度と「SS 希望Ⅱ」におけるルーブリック評価

（研究発表・研究ノート）の目標到達度を比較し、検証した。 

目標到達度は、評価ルーブリックの各項

目を「優・良・可」で評価し、すべて「優」

を 100％として算出した。すべての生徒が

目標到達度 60％以上を達成し、「SS 希望

Ⅱ」においては「SS 希望Ⅰ」と比較して

「目標到達度 80％〜100％」の生徒数が増

加した。このことは、生徒がルーブリック

評価の評価規準を意識して課題研究に取

り組んだ成果だと考えられる。 

 

５「Scuola セミナー」 

○「課題設定力」の育成 

生徒の取組の観察からは、様々な分野、とりわけ科学的な研究テーマに触れることで、科学

的な考え方やデータ処理の仕方などを学ぶ場として、育成すべき能力を身に付けさせることに

つながったと考えられるため、次年度以降も講座のより一層の充実を図っていく。 

 

Ｄ：ほとんど当てはまらない  Ｃ：あまり当てはまらない  Ｂ：ほぼ当てはまる  Ａ：かなり当てはまる 

 

（％） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育成を目指す力 質 問 事 項 

課題設定力 この講座で分かったことを更に研究してみたいと思う。 

言語能力 発見したことや気付いたことを友人と共有したり会話したりする機会があった。 

協働して課題解決する能力 友人と協力して実習や考察を行うことができた。 

「Scuola セミナー」生徒の意識調査（事後）の結果 

 

(2) 大学や研究機関などの外部資源を活用した研究の充実 

１「横浜市地球温暖化対策推進協議会」との連携 

「横浜市地球温暖化対策推進協議会」との連携により「課題設定力」の育成が図れたかについ

て、「SS 希望Ⅰ」において「SS BasicⅠ」の「ミニ課題研究」のテーマに関連した社会問題等

を研究テーマに設定した生徒数により検証した結果、令和３年度入学生は５班 21 名となり、令

和２年度生の３班 14 名からは微増となった。 

 

２「SFC フォーラム」との連携 

「SFC フォーラム」との連携による「論理コミュニケーション」の指導の充実によって「論理

的思考力」及び「言語能力」の育成が図れたかについて、アセスメントとして実施した「論述力

検定」の結果から検証した。第１回と第２回の「論述力検定」における成績分布と伸びについて

は、昨年度並みに向上していると評価できる。 

 

３「横浜国立大学」との連携 

「横浜国立大学」との連携は、20 名の大学院生 TA（Teaching Assistant）派遣による、課題

研究における研究班への支援である。令和４年度、TA による支援を受けた研究班は 77 班のうち

８班であった。なお、令和３年度の分析結果では、４つの評価項目（「問いと答え」「研究の意

義」「研究の方法」「予備実験・調査の計画」）のすべてで、TA 支援を受けた班が全体平均よ

りも「良」の割合が６～25％上回っていたことから、令和４年度についてもその効果が期待でき

るであろう。 

 

(3) すべての教科･科目における主体的･協働的な学習の実践による「論理的思考力」の育成 

主体的・協働的な学習の実践による「論理的思考力」の育成について、「生徒による授業評価」

に合わせ生徒の意識調査を実施した。「論理的思考力を育成する機会があった」との質問項目に

「かなり当てはまる」又は「ほぼ当てはまる」と回答した生徒の割合は、７月の調査では全体平

均が 65％、11 月には 71％であった。 

 

 

Ａ：そう思う  Ｂ：ある程度そう思う  Ｃ：あまりそう思わない  Ｄ：そう思わない 

 



教  科 ７月 11 月 教  科 ７月 11 月 

国語 71％ 81％ 情報 71％ 79％ 

数学 64％ 69％ 家庭 55％ 63％ 

理科 67％ 71％ 保健体育 57％ 67％ 

地歴公民 64％ 75％ 芸術 57％ 52％ 

英語 79％ 81％ 平均 65％ 71％ 

 

(4) 「模擬国連大会」への参加 

SSH の国際科プログラムとしての「模擬国連大会」への参加について、参加生徒の意識調査か

ら検証した。「その場の対応力も重要だが、テーマに関連する幅広い知識を事前に有しているこ

との重要性が分かった」や「同じテーマでも先進国や途上国といった立場の違いによって主張が

異なるということを実感できた」など、教科の学習では得ることが難しい学びの機会であったと

の感想があり、模擬国連への参加に意義を十分感じていることが分かった。なお、出場生徒数は

昨年度から１名増え、計 21 名であったが、これは１校当たりの参加人数の上限であった。 

 

(5) 卒業後の進路選択への影響 

SSH 指定初年度である平成 30 年度の卒業生から令和３年度卒業生における進学者のうち、理

系学部への進学者が占める割合は年度毎に増減を繰り返していることから、単純に増加傾向があ

ったとは言えない。ただし、全体の進学者数が増加していることと、理系学部への進学者数の増

加の間には相関関係があると分析でき、特に、入学時から SSH 指定校であった令和３年度卒業生

の進学実績を見ると SSH の取組を通じて理系学部への進学者が増加したことが、結果的に進学者

数全体の増加につながったと言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進学者における理系学部進学者の人数の変遷 

 

 

(6) ５年間の取組の成果等 

１ 理系学部への進学実績の向上 

SSH 指定の翌年度に入学した令和３年度卒業生は、その傾向が顕著であり、理系学部への進

学者の割合は 52％と過半数を超えた。本校の SSH の取組に期待して入学した生徒たちが、学

校設定教科「SS 希望」における課題研究を中核とした教育課程で、学習活動に取り組んだ成

果である。 

 

 

（人） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 育成を目指す５つの力に関する自己評価の高まり 

生徒対象の意識調査を５月と 11 月に実施した。２回の意識調査の結果の比較から、課題設

定力、情報活用能力、言語能力について、学習が進むにつれて生徒の自己評価の高まりがあっ

たことが分かった。 

 

生徒意識調査において肯定的な回答をした生徒の割合 

 ５月 11 月 

課題設定力 68％ 73％ 

情報活用能力 81％ 88％ 

言語能力 56％ 63％ 

論理的思考力 89％ 89％ 

協働して課題解決する能力 78％ 78％ 

 

 ３「言語能力」及び「論理的思考力」の育成 

アセスメントとしての「論述力検定」を３回実施した結果、「論理コミュニケーション」の指

導が進むにつれて、検定結果の向上が見られたことから、言語能力及び論理的思考力の育成が「論

理コミュニケーション」の学習活動により効果的に図れたと言える。 

 

４ 「情報活用能力」の育成 

「ミニ課題研究」における「ポスター発表」の評価において、情報活用能力を図る評価項目

「主張の根拠となる客観性や妥当性のある事実を示し、その事実が事実となる理由を述べてい

るか」について、上位２段階の評価となったものが７割近くに達したことから、１年生での情

報活用能力の育成は概ね達成できたと分析した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「主張の根拠となる客観性や妥当性のある事実

を示し、その事実が事実となる理由を述べてい

るか」について優、良、可、不可の４段階評価

の結果。 

評価基準として、教員は「良」を達成するよ

うに生徒を指導し、それを大きく上回る結果を

出したものに「優」の評価を付けている。 



５ 科学的興味・関心の高まり 

「Scuola セミナー」において実施した生徒の意識調査では、質問項目「テーマについて科

学的に考える機会となった」に対して、毎回９割程度の生徒が肯定的な回答をしており、科学

的な視野を広げる機会となった。 

 

６ SSH 事業全体の取組を通じた科学技術分野の人材育成 

生徒対象の意識調査の結果、「科学技術の活用が重要である認識」及び「科学技術分野への

進路希望」については SSH 指定前後で顕著な差が表れた。「科学技術分野への進路希望」に

対する回答は、学年が上がるにつれ肯定群の回答率が伸びている。 

  

質問項目（①そう思う ②ある程度そう思う） 入学年度 ① ② 

科学技術を活用して社会をよりよくしていくことは重要だと思う。 
H28/29 27% 46% 

R2 75% 24% 

私は理科・数学が好きだ。 
H28/29 25% 33% 

R2 32% 38% 

将来、科学技術を研究する分野に進みたいと思う。 
H28/29 14% 25% 

R2 25% 23% 

 ② 研究開発の課題   

(1) 育成すべき資質・能力の更なる伸長に向けて教育課程を改善すること 

生徒が主体的、自律的に課題研究に取り組むことで、自ら問題を見出し、課題を設定し、仮説

を立て、検証計画を立案して、観察、実験等を行ってデータを収集、分析し、考察、推論すると

いった探究の過程を通して、課題設定力、情報活用能力、言語能力、論理的思考力、協働して課

題解決する能力をより一層効果的に育成していく必要がある。 

令和３年度「SS BasicⅠ」におけるミニ課題研究のポスター発表では、「根拠となる情報」の

項目において、４段階のうち下位２段階の評価の割合が 32％であり、令和４年度においても「ポ

スター作成」におけるグラフの活用に関する評価項目では下位２段階の評価の割合が 44％とな

った。 

 「SS BasicⅠ」におけるミニ課題研究のポスター発表の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、「SS 希望Ⅱ」における課題研究のまとめとなる成果物を見ても、改善の余地があるな

ど、情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方、情報と情報の関係についての理解を深め、課題解決に

結びつけることができるようにする等、ICT の活用に留まることなく、本質的な資質・能力の育

成を可能とするための教育課程の改善を行う必要がある。 

(2) 探究の高度化に向けた外部機関との連携を充実させること 

「世界を牽引する科学技術人材育成を図るために、優れた科学技術人材の層を厚くする」とい

う SSH 事業の目的と照らし合わせると、「卓越した成果を創出している海外大学と伍して、全学

的に卓越した教育研究、社会実装を推進する取組を中核とする国立大学」への進学者数は伸びて

いない。 

地域や社会、世界の状況を幅広く捉え「新たな価値の創造と科学技術及び社会の発展に貢献す

評価 グラフの要素 割合 

Ｓ Aに加えて、協調部分が明確 11％ 

Ａ 全グラフにおいて必要な要素がすべて揃っている 42％ 

Ｂ 全グラフの中で１つ要素が不足 18％ 

Ｃ 全グラフの中で２つ以上要素が不足 26％ 



る人材の育成」という目標を社会と共有するとともに、大学や研究機関、企業などの外部機関と

の連携・協働による専門的な学びを通して、研究者としての素養を身に付け、科学技術人材とし

ての素地を養うとともに、課題研究において問題を焦点化し深く掘り下げることや幅広い可能性

を視野に入れながら探究することなど、探究の質を高め、育成を目指す力の更なる伸長を図る必

要がある。本校内での指導のみならず、外部機関との連携を強め、探究を高度化させる必要があ

る。また、探究的な学習活動である課題研究が高度化した結果として、科学系コンテストへの参

加や学会発表などの実績を積むことが指標として考えられる。 

(3) 主体的・自律的に探究する資質・能力を育成させること 

課題研究において、各教科の学びにおいて身に付けた自己調整の力を活用することを通し、こ

れまでの学びや社会を見通して、自分に関わりが深い課題を主体的に設定したり、探究の過程を

見通しつつ自分の力で高度に自律的に探究活動を進める資質・能力を育成する必要がある。 

  昨年度、第２学年での「SS 希望Ⅰ」から第３学年での「SS 希望Ⅱ」において、課題研究にお

ける研究ノートの評価が低下した原因として、長期間にわたる課題研究の取組に対するモチベー

ションの低下が考えられるとし、今年度、同様の低下が見られなかった要因として、生徒が積極

的に Teams を活用したことを考察した。このことから、長期間にわたる研究活動、特にテーマ設

定段階から生徒自身が主体性を持つための指導の改善を更に進めるとともに、学習履歴を作成し

活用させることで、常に調整しながら自律的に探究を行うことができるようにする必要があると

言える。 

(4) 研究開発の評価の妥当性と信頼性の向上 

研究開発の評価については、「育成を目指す５つの力」の育成・伸長について評価の手立ての

妥当性及び信頼性の向上が求められた。これについては、ルーブリック評価の導入及びルーブリ

ックの改善に努めた。「５つの力の育成・伸長」については再定義された５つの力を学力の３要

素の面から整理した上で、観点別学習状況の評価の改善を通じて、指導と評価の一体化に取り組

んでいくことが今後の課題である。 

また、研究開発の取組の充実については、「生徒による授業評価」及び「生徒の意識調査（ア

ンケート調査）」等を活用して生徒の意識の変容を客観的に捉えつつ、学校外の関係者の評価を

総合して、より一層効果的な取組を進める必要がある。 

(5) 特に優秀な生徒の能力を更に引き上げる手立て 

「生徒による授業評価」によって学校全体で５つの力の伸長にむけて授業改善を進めることが

できた。引き続きこの手法で各教科・科目の特性を踏まえた不断の改善に取り組み、学校全体の

教育力の向上に取り組んでいく。SSH の取組については「SS 希望」における探究的な学習活動及

び教員のコーチングスキルの向上に資する研修を行うなどの不断の改善に努める必要がある。特

に優秀な生徒の能力を更に引き上げるために外部機関との連携を拡充し、コンテスト参加に向け

た指導を受ける、専門機材の提供を受けるなど、より深い指導につなげる必要がある。 

  また、すべての教科・科目において、高度な思考力・判断力・表現力等を身に付けるための授

業改善を進めるとともに、各教科等の特性に応じた探究的な学びを行うことで、課題研究の質の

向上を図る。また、課題研究において身に付けた資質・能力を各教科等における学習に還元させ

ることで、学校全体の教育力の向上のサイクルを構築する 

(6) 研究開発の成果をより効果的に発信・普及する手立て 

引き続き「合同研究発表会」「授業研究発表会及び研究協議」「小学生・中学生向けの研究紹

介と科学教室」「課題研究論文集の配付」「研究開発実施報告書の配付」「ホームページの活用」

の６つの取組について、オンラインを活用して取り組むことなど、改善を加えながら継続してい

く。加えて、生徒の取組をより一層開かれたものとするための手立てとして、デジタル・ポート

フォリオの活用に取り組む必要がある。 

 


